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研究成果の概要（和文）：うつ病の治療法は薬物療法や精神療法が主ではある。うつ病患者が増え、今後のうつ病にお
ける治療法として近赤外線光による治療を考えた。不安およびうつ病動物モデルラットラットを用いて、近赤外線照射
を頭に行い抗不安、抗うつ作用の有無を確認した。ラットを2群にわけ、照射群には2週間連続で一日5分間の近赤外線
照射を行った。その後、それぞれのラットに高架十字迷路試験、明暗箱試験、恐怖条件付け試験を行い、コントロール
群と照射群の間の抗不安効果の差を検討した。亜急性パルス近赤外線は、不安およびうつ病動物モデルラットにおいて
、不安・抑うつを有意に抑制した。またこれは、ラットの海馬における細胞新生を有意に増加させた。

研究成果の概要（英文）：As for the cure for depression, medical therapy and psychotherapy are important. 
Depression patients increased and considered treatment by near-infrared light as a cure in the future 
depression. I performed near-infrared light irradiation to a head and, using uneasiness and a depression 
animal model rat, confirmed presence of the antianxiety antidepressant action. I divided a rat into two 
groups and irradiated 5-minute near-infrared light consecutively in the irradiation group on a day for 
two weeks. I performed an elevated cross maze examination, a light camera examination, a fear 
conditioning examination to each rat and examined the difference of the antianxiety effect between 
control group and the irradiation group afterwards.The subacute pulse near-infrared light radiation 
significantly inhibited anxiety and depression in anxiolytic and depressive animal model rat. In 
addition, this significantly increased the neurogenesis in the rat hippocampus.

研究分野： うつ病
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１．研究開始当初の背景 
 
「うつ病」は、この数年日本における重大な
社会的問題となっている「自殺」問題と強く
関連している。すなわち自殺企図や自殺既遂
した人は、「うつ病」に罹患しているとの多
くの報告がある。「うつ病」の治療法は、薬
物療法や精神療法が主である。物理的療法と
して電気けいれん療法・経頭蓋的磁気刺激法
がある。今回我々は、新しく「うつ病」の治
療法としてパルス近赤外線治療法を計画し
た。我々は既に、「うつ病の動物モデル」に
近赤外線光を用いて近赤外線光治療法が、急
性効果をもつことをすでに確認し報告して
いる (Tanaka et al., Brain Stimulation. 
2010)。今回我々が計画したのは、パルス近
赤外線治療法の「うつ病モデル」に対する効
果を確認する研究である。 
 
この研究が成功すれば、パルス近赤外線治療
法の「うつ病」への応用が可能となる。我々
は、以前から「うつ病」の治療法としての近
赤外線光治療法の有用性について検討して
きた。その結果、近赤外線光治療法は「うつ
病モデル動物」すなわち強制水泳モデルに急
性効果があることを確認した。また近赤外線
光治療法は、不安障害モデル動物にも効果が
あることを確認している。しかし未だパルス
近赤外線治療法の「うつ病」への効果につい
ては十分確認されてない。 
 
２．研究の目的 
 
「うつ病」の治療法として薬物療法・精神療
法・物理的治療がある。薬物療法は、薬剤服
用中断による再発および副作用としての口
渇・便秘・けいれんなどがある。精神療法は、
認知療法が主であるが、治療に多くの時間が
かかるために実行が困難である。物理的療法
として電気けいれん療法・経頭蓋的磁気刺激
法・光療法がある。電気けいれん療法は、高
価であり、入院が必要であり、健忘などの副
作用は避けることができない。経頭蓋的磁気
刺激法は、機器が高価であり、効果も電気け
いれん療法ほど強くない。光療法は、季節性
感情障害（冬だけにうつ状態を示すうつ病）
に有効であるが、それ以外の一般的な「うつ
病」には十分な効果は認められていない。
我々が既に、近赤外線光治療法は「うつ病モ
デル」動物に対して亜急性効果があることを
見いだしている。また副作用なども確認され
ていない。我々が使用した近赤外線は、７０
０～２５００ｎｍの赤色の可視光線に近い
電磁波である。そこで我々は近赤外線光の効
果を向上するために、これらの範囲にある限
定された波長のパルス近赤外線光を使用す
ることを計画した。「うつ病」の治療法とし
てパルス近赤外線治療法について言及した
報告は皆無であり、新しい治療法であるとい
える。 

我々の研究戦略として、ラットなどの動物を
用いた「うつ病モデル」を使用して急性およ
び慢性のパルス近赤外線治療法が「うつ病」
に効果があることを確認する。これらの成果
にもとづいて、次の段階としてパルス近赤外
線治療法用の機器の開発を計画する。機器の
開発が終了すれば、最初は健康正常人に使用
し、問題となる副作用がないことを確認する。
そして最終的に「うつ病」患者に使用する。
なお動物実験用のパルス近赤外線治療法の
ための機器は開発を終了し、一部改良するの
みである。 
 
３．研究の方法 
 
実験動物  
種 類 Wistar ラット 
性別・週令 ♂・５週令 
 
 実験グループ 個体数 
① Control 群 20 
② パルス近赤外線（１回）群 20 
③ パルス近赤外線（10 回）群 20 
④ パルス近赤外線（20 回）群 20 
 
①パルス近赤外線照射装置の作成 （動物用
装置は、完成ずみ） 
↓ 
②不安およびうつ病動物モデルラット（高架
十字迷路試験、明暗箱、恐怖条件付け試験、
強制水泳試験、行動量）を用いて、パルス近
赤外線照射装置の有効性を確認する。 
上記のように既に我々は、急性および亜急性
では、パルス近赤外線光は不安および抑うつ
を抑制することを確認している。 
       ↓ 
パルス近赤外線の慢性照射（２０回）を行い、
急性（パルス近赤外線１回照射）と亜急性（パ
ルス近赤外線１０回照射）と同様の効果があ
るかを調べる。 
 
ラットの脳組織標本作製し、ラットの海馬に
おける細胞新生を確認する 
 
４．研究成果 
 
亜急性パルス近赤外線は、不安およびうつ病
動物モデルラットにおいて、不安・抑うつを
有意に抑制した。またこれは、ラットの海馬
における細胞新生を有意に増加させた。 
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